
R7.5末 R6.5末 R7.5末 R6.5末

92 28 64 228.6% 420,704,000 157,316,000 263,388,000 167.4%

オレオレ詐欺 56 9 47 522.2% 362,099,000 82,644,000 279,455,000 338.1%

預貯金詐欺 3 1 2 200.0% 1,800,000 800,000 1,000,000 125.0%

架空料金請求詐欺 20 12 8 66.7% 46,553,000 44,128,000 2,425,000 5.5%

融資保証金詐欺 2 0 2 2,386,000 0 2,386,000  

還付金詐欺 10 1 9 900.0% 6,355,000 2,942,000 3,413,000 116.0%

金融商品詐欺 0 0 0 0 0 0  

ギャンブル詐欺 0 1 -1 -100.0% 0 19,650,000 -19,650,000 -100.0%

交際あっせん詐欺 0 0 0 0 0 0  

キャッシュカード詐欺盗 0 2 -2 -100.0% 0 1,700,000 -1,700,000 -100.0%

その他の特殊詐欺 1 2 -1 -50.0% 1,511,000 5,452,000 -3,941,000 -72.3%

　　　　　　　　                        　　

(令和7年5月末）熊本県内における「電話で『お金』詐欺」の被害状況

※　被害額は、キャッシュカード詐取後のＡＴＭ引出（窃取）額を含む
※　数値は暫定値　（被害額の千円未満は四捨五入）　　　　　　　　                        　　

合計

種別／区分 認知件数 増減数 増減率 被害総額(円) 増減額 増減率

オレオレ詐欺

60.9%

預貯金詐欺

3.3%

架空料金

請求詐欺

21.7%

融資保証金

詐欺

2.2%

還付金詐欺

10.9%

その他の

特殊詐欺

1.1%

手口別の割合

20歳代

12.0%
30歳代

9.8%

40歳代

10.9%

50歳代

6.5%

60～64歳

7.6%
65～69歳

7.6%

70歳代

14.1%

80歳以上

31.5%

被害者年齢別の割合

窓口

1.1%

店舗内ＡＴ

Ｍ

23.9%

店舗外

ＡＴＭ

5.4%

コンビニ

ＡＴＭ

6.5%

手交

37.0%

電子マネー

6.5%

宅配便

1.1%

郵送（書留

含む）

1.1%

ネットバンキング

16.3%

その他

1.1%

被害金交付手段の割合

男性

38.0%

女性

62.0%

被害者性別の割合


